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ミュンヘン便り
　〜巡り合わせ〜

　つい先日、世界二次大戦の際の空爆のなご
りの爆弾が見つかり、結果的に爆発させるこ
とで除去されました。写真は爆発後のもの。
建物の壁に大きく黒こげができています。爆
発現場と道路を隔てて向かい側にある建物の
窓ガラスは軒並み吹き飛び、現在はベニヤ板
やプラスチックシートを覆って雨風をしのい
でいる状態です（写真）。向かい側の建物の
一階部分、ベニヤ板で覆われている所にあっ
た窓ガラスは、ちょうど一月前に新しくした
ばかりだったそうです。
　この爆弾は、ミュンヘナーフライハイトに
あるパーティ会場となっていた建物の撤去作
業の際に発見されました。パーティ会場と言
うのは日本で言うクラブやディスコのような
もので、お酒を飲んだり踊ったりして夜更か
しする場所です。ミュンヘナーフライハイト
は、ミュンヘンでも最もホットなスポットの
一つ、東京でいえば六本木のような場所で、
学生や若い人がお酒とダンスで盛り上がる場
所です。人々は、そうとは知らず、爆弾の上
で踊っていたことになりますね。
　見つかった爆弾は、起爆装置が特殊な型を

有し、非常に不安定であるため、結果的に解
除することができませんでした。爆弾から半
径300ｍの範囲は即時強制退去地区となった
ため、勤務先から急遽家に帰れなくなり、着
の身着のままで友人宅などで一夜を過ごした
人も多かったようです。当日は迂回する車や
緊急車両のサイレンなどで町中が騒がしく、
結局夜10時前に爆発させるまで、ミュンヘン
は落ち着かない日を過ごしました。爆発音
は、爆弾から直線距離で３．５ｋｍほどの自
宅にいた私でも、驚いて空を見上げたほどの
音量で聞こえました。パーティ会場の建物の
撤去のために建設機械を入れてごりごりと建
物を壊し、穴を掘っていた最中だったことを
考えると、作業中にドカンと行かなかったこ
とは不幸中の幸いだったと言えるかもしれま
せん。
　ナチスの本拠地があったミュンヘンは、空
爆で大きな被害を受けました。ミュンヘンだ
けでなく、ドイツ全土の主要な都市、主要な
建物は、空爆にさらされています。ですか
ら、ドイツの伝統的な美しい町並みは、幸運
にも空爆を逃れた小さな地方都市に行くと楽
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しむことができます。戦争の後、ほとんどの
主要な建物を壊されたドイツには、大量の特
許文書を貯蔵する場所がありませんでした。
ドイツ全土がほぼ廃墟と化した中で、ドイツ
特許庁は大量の文書の保管場所を探し求め、
唯一残っていた保管可能な場所を見つけたの
です。写真でその建物をお見せしています。
時計塔があり、ドームがあり、天文台もあ
る、と言えば？そう、ドイツ博物館です。
　旧西ドイツの多くの政府機関がボンに設置
された中で、ドイツ特許庁だけはそんなわけ
でミュンヘンにやってきました。だから、ド
イツ特許庁は、川の中州にたたずむドイツ博
物館に寄り添うように、道路を隔てた向かい
側に陣取っています。写真で右手側のごくご
く普通の四角い煉瓦色の建物がドイツ特許
庁、中央の大きな木の左手側に写っているの
がドイツ博物館です。ドイツ博物館のドーム
が木の左に見えていますね。二人がいかに近
くにいるか、お分かり頂けるでしょうか？さ
らに、ドイツ特許庁の隣にはヨーロッパ特許
庁の本部の建物があります。写真の電柱右側
に小さく見えているのがヨーロッパ特許庁の
本部です。
　古いドイツの特許文献が必要なときには、
ドイツ特許庁の貯蔵庫で昔の特許文献の原版

（コピーではない）を見ることができます。
その中には、ナチス時代のハーケンクロイツ
のスタンプが押されている特許文書もありま

す。本当は当時のスタンプは消されているは
ずなのですが、なぜか残ってしまっているも
のもあるのです。ただしコピーは禁止です。
　ドイツ博物館がミュンヘンになければ、ド
イツ特許庁はミュンヘンにはやってこなかっ
ただろうし、ドイツ特許庁がミュンヘンにな
ければ、ヨーロッパ特許庁の本部もミュンヘ
ンには設置されなかったかもしれません。歴
史の巡り合わせというのは不思議なものだと
思いませんか？
　ちなみに、ミュンヘンにあった元ナチスの
本部だった建物には、今はフィットネスクラ
ブが入っています。これも歴史の巡り合わせ
でしょうか。
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